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Ⓒ岡山県「ももっち」

中学生の主体的な活動を応援します！
～生徒会による「だれもが行きたくなる学校づくり」応援プロジェクトの紹介～

児童生徒の「学ぶ力」育成通信 No.１４

今年度から、『生徒会による「だれもが行きたくなる学校づくり」 応援プロジェクト』を実施しています。
生徒の個性や創造力を伸ばすことを目的に、岡山県教育委員会が最大５０万円を補助して、中学校生徒会
の自主的な活動を支援しています。今号では、採択校となった中学生による取組のひとつを紹介します。

「やりたいことを形にする」という実行力
が育っています。生徒主体の取組が他
の生徒や学校全体にエネルギーをもた
らしています。自分たちの学校を、自分
たちで良くする当事者意識が育まれ、学
校が生徒の声を生かす姿勢に変わりつ
つあります。今後も生徒が主役になる活
動をフォローしながら、よりよい形で生
徒主体の活動を広げていきたいです。

石井亨治
校長

校内研修の流れ
○
○
○
○

他の採択校

今年度の採択校は、上の２校に加え、玉野市立荘内中学校、津山市立鶴山中学校、早島町立早島中学校です。
第２次審査の様子は県教育委員会公式noteで公開中です。右の二次元コードからご覧いただけます。

これまで（祭り当日）心配なこともあったけれど、
先生やいろいろな方に支えてもらってやってこれ
た。緊張したけど、プレゼンを頑張ってよかった。

アンケートで把握したエビデンスを基に、ター
ゲットを絞った企画を提案

防災意識に関する危機感から、「防災意識を高め
たい」という意思が伝わってきました。

他地域との比較等、データ分析を詳細にすると、さ
らに良い取組になりそうですね。

「もやい」をキーワードに体育祭や地域行事で皆さんが補助金
を使って何をしたいかが明確に示されていてよいと思いました。

今年度、新たに誕生した義務教育学校として小学校と中学校が
連携してＴシャツを作り、つながりを深めようという思いが伝わ
りました。予算の関係上、その取組が継続的なものにできるかと
いうことも考えられるといいですね。

・学習問題をイメージしやすいように、具体物を示したり、問題把握場面の動画
を見せたりするなど、視覚化する。

・本時で何を解決するのか、課題を明確化する。

・本時で使える既習事項や見方・考え方に児童が気づけるようにする。

・クラウド上に「既習BOX」（１～6年までの学習内容をまとめたもの）を作成し、
児童がいつでも自ら確認できるようにする。

・話し合いの形態を工夫し（ペア、グループ、全体）、自ら選択した相手と協働して
課題解決に向かうことができるようにする。

審査員か
ら

・問題場面を言葉だけでなく、絵や図に表しながら説明する。

・手指や「数図ブロック」、「かぞえ棒」などを使っても良いことを伝える。

・数字の読み方や書き方を書いたカードや、課題解決しやすいワークシートを
準備しておく。 など

補助金を使って何がしないかが明確であｔった。
つながりを深めたいという熱い思いが伝わった。

アンケート等で現状把握したエビデンスを基に、
ターゲットを絞った企画を提案できていました。ま
た、防災意識に関する危機感から、「防災意識を高
めたい」という意思が伝わってきました。

他地域との比較等、データ分析を詳細にすると、さ
らに良い取組になりそうですね。

アンケートで把握したエビデンスを基に、ターゲットを絞った企画を提
案

オリジナルデザインの防災バッ
グを避難訓練にて全生徒に配布

生徒会長・問題場面を言葉だけでなく、絵や図に表しながら説明する。

・手指や「数図ブロック」、「かぞえ棒」などを使っても良いことを伝える。

・数字の読み方や書き方を書いたカードや、課題解決しやすいワークシートを
準備しておく。 など

情報収集や
情報活用能力

生徒会長

達成感でいっぱい。やってよかった。後
輩にもいろいろなことにチャレンジして
ほしい。

オリジナルTシャツ
を揃えて一体感

オリジナルロゴ入り

避難訓練で
意識を高めて

しっかり読む

運動会では色違いの
Tシャツで一体感

花火大会の
屋台運営

避難訓練で
意識を高めて

今の制服を新しく
したいなぁ。

こんな大きなチャレンジは初めてで
達成感でいっぱい。後輩にもいろい
ろなことにチャレンジしてほしい。

屋台を運営

避難訓練で説明

生徒会おご応募
お待ちしています

令和８年度も本事
業を実施予定です

プロジェクトの概要

イベントで地域を
盛り上げたいね。

記念に残る行事
を企画したいな。

夢を考える プレゼンテーション 採択

お金もないし、
ムリかも…創造力や

課題を設定する力

表現力や課題対応能力

予算の
妥当性は・・・挑戦する力や

実行力

この企画の
意図は・・・

補助金で夢が
実現しそう！

第１次
審査通過

企画の
ターゲットは･･･

…学区のボランティア活動とつなげる等、
機会を捉えて声を掛けていきたいです。

倉敷市立玉島北中学校の取組「みんなで作ろう！防災マイバッグ」

❶「事業計画書」等を提出 ❷プレゼンテーション

防災意識をどこまで高めたいと考えていますか？
また、すでに防災バッグを持っている人と持ってい
ない人とのバランスをどうとりますか？

防災意識の低い人や地域の方々に
どのように働き掛けますか？

…逃げ遅れる人を出さないよう、防災バッグは何個
持っていてもよいと考えます。10人中10人全員が
防災バッグを持つことを目標とします。

❸ロゴデザインを校内で募集 ❹生徒会の夢、実現！！

アンケートで把握した
状況をもとにターゲット
を絞った企画をプレゼン

「やりたいことを形にする」という実行力が育っており、生徒会活動の取組が他の生徒や学校全体にエネ
ルギーをもたらしています。生徒たちには自分たちの学校を、自分たちで良くする当事者意識が育まれ、
学校は生徒の声を生かす姿勢に変わりつつあります。今後も生徒が主役になる活動をフォローしながら、
よりよい形で生徒主体の活動を広げていきたいです。

石井 亨治 校長

こんな大きなチャレンジ
は初めてで達成感で
いっぱい。後輩にもい
ろいろなことにチャレン
ジしてほしいです。 生徒会長

令和８年度も実施予定

A中学校

B中学校

C中学校

「岡山型PBL」とは

事業計画書をつくる 採択！！

第２次
審査通過

アンケートで把握した
状況をもとにターゲット
を絞った企画を提案

…震災学習で学んだ内容から中身を決め、
生徒会主催の避難訓練で周知します。

第２次審査員

防災バッグに入れる中身とその周知を、
どのように行う予定ですか？

生徒

生徒

生徒

オリジナルロゴ決定

本年度は、玉島北中学校に加えて、津山市立鶴山中学校、玉野市立荘内中学校、
浅口市立寄島学園、早島町立早島中学校の５校です。第２次審査等の様子は、
岡山県教育委員会公式noteで公開中です。

生徒会主催の
避難訓練で
趣旨説明生徒が協働的に

事業を計画

プレゼンテーションで表現する

その場で質疑応答

第２次審査員

第２次審査員

ご応募お待ちしてます。

体験学習と関連付
けて、企画実現への
熱意を伝える

自分自身の言葉で
質問に対応

生徒の自主的な提案で、
必要書類を県へ提出

採択!!
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